











えば高麗美術館では 2010 年 8 月 21 日～ 10 月



































	 The Construction of the “Tourist Gaze” to Japan-ruled Korea:
Especially post-cards owned by Kyoto Museum for World Peace, Ritsumeikan University and Travel 
Writings by intellectuals.
In this paper, first, I wish to analyze characteristics of post-cards as e media and images drawn in these 
post-cards owned by Kyoto Museum for World Peace, Ritsumeikan University. Secondly, I survey 
policies which made tourist spots in Korea by the railroad office of the governor-general’s office in 
Korea (Chosen Soutokufu Tetsudokyoku), so I will clarify how system supported the “Tourist Gaze” 
to Japan-ruled Korea. Thirdly, I investigate how the “Tourist Gaze” was accepted by tourists in Korea, 
















































































































































































































































































































































































































本人 11,276 戸）・釜山（15,354 戸中、日本人 6,371


















































































































































































































































































































と、韓国人の “ 怠惰 ” なイメージが描かれ、恐








































































































図 9　（ 絵 葉 書 ）「【 京 城 】 鮮 人 街　VIEW OF THE FAMOS 
PLACE, KEIJO」
図 10　（絵葉書）「（京城）最大の建築、朝鮮総督府の偉容　
THE GRAND SIGHT OF THE CHOSEN GOVERNMENT 















資料番号 資料名 点数 作成者 備考













851） KASEIMON A GATE AT SUWON」。 消
印有り。
16983 （絵葉書）朝鮮平壌大同江 1 平壌脇坂写真部
キ ャ プ シ ョ ン「Wakizakka Shoten. Heijo, 












32544 朝博絵葉書 18（17） 京城協賛会 封筒有り。朝鮮博覧会の記念絵葉書。
32545 統計絵はがき 6（5） 朝鮮総督府 封筒有り。
32546 平壌名勝絵葉書 9（8） 大正写真工芸所 封筒有り。










18248 京城の殷賑 21（20） 大正写真工芸所 封筒有り。16 枚 1 組と 4 枚別組が混在。
18249 京城の名勝　第二輯 10（9） 京城大阪屋号書店 封筒有り。
18250 風光明媚　平壌の名勝 13（12） 乙密茶屋発行 封筒有り。
18251 大田名所絵葉書 11（10） 公文堂書店 封筒有り。


















MONUMENT MATE OF CANON.」。
17491 朝鮮神宮絵葉書 7（6） 朝鮮神宮社務所 封筒有り。
17492 国幣小社　京城神社絵葉書 10（8） 京城神社社務所 封筒と神社からのお知らせの紙有り。
17493
T H E  T Y O S E N  H O T E L 
KEIZYO
5（4） 朝鮮総督府鉄道局 封筒有り。
17494 朝鮮金剛山 4 日之出商行
17495 （絵葉書）清津 2 古尾写真館
キャプション「清津国際ホテル」「清津重要
物産　魚油の野積の大観」。
17496 雄基名勝絵葉書 5（4） 封筒有り。
資料番号・資料名は平和ミュージアムで付与されたものを用いた。また点数について、封筒等は 1 点とし、（ ）内に
絵葉書の枚数を示した。
【表 2】国際平和ミュージアム所蔵朝鮮半島絵葉書
 
	
植民地朝鮮に対する「観光のまなざし」の形成
―
立命館大学国際平和ミュージアム所蔵絵葉書と文化人の紀行文を中心に
―
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〔注釈〕
1 国立民族学博物館「松尾三憲旧蔵絵葉書コレ
クション」（http://nmearch.minpaku.ac.jp/matsuo/
index.html）
2 京都大学地域研究統合情報センター「戦前期東
アジア絵はがきデータベース」 （http://area.net.
cias.kyoto-u.ac.jp/infolib/meta_pub/CsvDefault.exe）
3 権爀熙「日帝時代の写真葉書に現れた帝国主義
的性格に関する考察」（『釜山博物館研究論集』
2002）、「日帝時代の写真葉書に現れた ‘ 再現の
政治学 ’」（『韓国文化人類学』2003）。
4 貴志俊彦「東アジアを描く非文字資料のデータ
ベース化」（『歴史と地理』2006・5）50 頁。
5 浦川和也「佐賀県立名護屋城博物館所蔵の「朝
鮮半島写真絵葉書」について」（佐賀県立名護
屋城博物館『研究紀要』7、2001・3）25 頁。
6 水野直樹「日本人は朝鮮の絵はがきに何を見た
か」、高麗美術館編『特別企画展　「写真絵は
がき」の中の朝鮮民俗　100 年前への時空の旅
［1900-1945 年］』図録（2010）6-7 頁。
7 浦川和也「日本の「絵葉書文化」の諸相―
絵葉書の資料的価値と近代日本人の意識―」
（佐賀県立名護屋城博物館『研究紀要』10、
2004・3）46 頁。
8  「制度化されたまなざし―初期の絵葉書」
（『肖像のなかの権力』講談社　2000・1・10）
103 頁。
9 ジョン・アーリ／加太宏邦訳『観光のまなざし
―現代社会におけるレジャーと旅行』（法政
大学出版局　1995・2・22）2 頁。
10 前掲アーリ（1995）6 頁。
11 北川宗忠『観光・旅の文化』（ミネルヴァ書房
　2002・4・20）6-7 頁。
12 ここでの議論および二つの観光旅行団について
は、有山輝雄『海外観光旅行の誕生』（吉川弘
文館　2002・1・1）に負う所が大きい。
13 小川寿一『日本絵葉書小史（明治編）』（表現社
　1990・9・17）6 頁。
14 樋畑雪湖『日本絵葉書史潮』（日本郵券倶楽部
　1936・4・15）4 頁。
15 巖谷小波「画葉書私観」（『ハガキ文学』1904・
10）。
16 石井研堂『増補改訂　明治事物起原』下巻（春
陽堂　1944・12・28）「私製絵葉書の始」760 頁。
17 表１作成に当たっては、前掲小川（1990）・浦
川（2004）の他、『逓信六十年史』（逓信六十年
史刊行会　1930・10・15）、藪内吉彦・田原啓祐『近
代日本郵便史　創設から確立へ』（明石書店　
2010・10・1）を参照した。
18 佐藤健二「絵はがき覚書―メディアのアル
ケオロジー」（『風景の生産・風景の解放　メディ
アのアルケオロジー』講談社　1994・2・1）42 頁。
19 日本絵葉書交換会編『詩的新案絵はがきの栞』
（文学同志会　1905・6・8）4 頁。
20 『ハガキ文学臨時増刊第二巻第十三号　万国絵
葉書帖』（日本葉書会　1905・8・5）。日本人旅
行者が世界各地から寄せた絵葉書を「亜細亜」
「阿弗利加」「欧羅巴」「亜米利加」「濠洲」「帰
朝の船中にて」の順序で配列したもの。文体の
相違等から二名以上の書き手が想定できる。
21 『万国絵葉書帖』「世界の絵葉書　括論」。
22 『ハガキ文学　臨時増刊　絵はがき大観』（1905・
4・20）。
23 李良姫「植民地朝鮮における朝鮮総督府の観光
政策」（『北東アジア研究』2007・3）。
24 表（1）3 作成に当たっては、前掲李（2007）の
他、高成鳳『植民地の鉄道』（日本経済評論社
　2006・1・18）、山路勝彦『近代日本の植民地
博覧会』（風響社　2008・1・25）を参照した。
25 前掲李（2007）155 頁。
26 引用は『定本花袋全集』第二十五巻（臨川書店
　1995・5・10）より。
27 引用は『愛山文集』（民友社　1917・11・20）より。
28 「一昨日の観光団」（『東京朝日新聞』1909・4・
27）。
29 「排日派観光団に入る」（『東京朝日新聞』1909・
4・11）は「観光団には新に李容植外二名の注
意人物を加へたり　右は保護条約締結依頼何れ
も排日派の領袖として著名な者にて今回等しく
日本の功を謝せんと声言し居れり」と述べてい
る。「排日派」もまた日本の「文明」に感謝し
ているという印象を与える記事である。
［附記］
本稿に引用した図版の内、図 2・3・8 以外は全て国
際平和ミュージアム所蔵資料である。ご協力賜った
同館に御礼申し上げます。また本稿は、アート・リサー
チセンター連続講演会 4「文学・文化に見る韓国併合
と「朝鮮」への眼差し　―せめぎ合うイメージ、植
民地帝国言説の両義性―」（2010・11・28　国際平和
ミュージアム）での発表に基づく。会場で様々なご
指摘下さった諸氏に感謝申し上げます。
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